
提
言
と
建
議
だ
。二
〇
一
七
年
八
月
、社

整
審
道
路
分
科
会
は
、目
指
す
べ
き
政

策
や
方
向
性
、施
策
の
具
体
的
提
案
な

ど
で
構
成
す
る『
道
路
・
交
通
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
』を
建
議
。こ
の
な
か
に
財
源
確
保

策
の
検
討
と
、ス
ト
ッ
ク
効
果
に
も
力
点

を
置
い
た
事
業
評
価
の
あ
り
方
検
討
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。ま
た
、社
整
審
・
交

通
政
策
審
議
会
の
小
委
員
会
は
二
〇
一

六
年
十
一
月
、『
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
最
大

化
に
向
け
て
』と
題
し
た
提
言
を
公
表
、

イ
ン
フ
ラ
の
投
資
と
そ
の
後
の
評
価
の

あ
り
方
に
つ
い
て
道
筋
を
つ
け
て
い
た
。

　
つ
ま
り
こ
の
建
議
と
提
言
が
ベ
ー
ス
に

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、八
八
〇
㌔
㍍
の
四
車

線
化
や
、自
動
運
転
実
用
化
へ
の
対
応
、

高
速
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
効
率
化
と
と
も

に
財
源
確
保
で
も
具
体
的
検
討
項
目
を

明
記
し
た『
安
全
・
安
心
基
本
計
画
案
』

を
国
土
交
通
省
は
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
の
見
方
も
で
き
る
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
平
成
の
時
代
、イ
ン

フ
ラ
整
備
に
必
要
な
公
共
投
資
を
削
減

し
て
、社
会
保
障
費
の
増
加
分
に
充
て
る

こ
と
を
当
時
の
政
権
は
認
め
た
。こ
の
時
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定
財
源
は
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
一
般
財

源
化
さ
れ
、最
終
的
に
二
〇
一
三
年
度

か
ら
道
路
整
備
関
係
事
業
は
一
般
会
計

に
一
本
化
さ
れ
た
。

　
こ
の
時
期
、政
治
も
大
き
く
変
わ
る
。

二
〇
〇
九
年
八
月
の
総
選
挙
で
民
主
党

（
当
時
）が
勝
利
、政
権
交
代
し
た
。二
〇

一
二
年
十
二
月
に
は
、中
央
自
動
車
道
笹

子
ト
ン
ネ
ル
で
天
井
板
が
落
下
、走
行
中

の
車
両
が
巻
き
込
ま
れ
る
事
故
が
発

生
、高
速
道
路
の
安
全
・
安
心
を
揺
る
が

し
か
ね
な
い
事
態
に
直
面
す
る
。

　
事
故
を
受
け
、事
故
一
カ
月
前
に
高

速
道
路
三
会
社（
東
日
本
高
速
道
路
、中

日
本
高
速
道
路
、西
日
本
高
速
道
路
）が

合
同
で
発
足
さ
せ
て
い
た「
高
速
道
路
資

産
の
長
期
保
全
及
び
更
新
の
あ
り
方
に

関
す
る
技
術
検
討
委
員
会
」が
二
〇
一
三

と
も
言
え
る
。

　
道
路
整
備
と
道
路
行
政
は
三
〇
年
間

の
平
成
の
時
代
、大
き
な
環
境
変
化
に

翻
弄
さ
れ
続
け
て
き
た
。具
体
的
に
は
、

財
政
悪
化
に
伴
う
特
別
会
計
見
直
し
と

公
社
・
公
団
な
ど
の
民
営
化
に
伴
う
日

本
道
路
公
団
の
分
割
・
民
営
化
、公
共
事

業
費
の
減
少
傾
向
、政
権
交
代
な
ど
だ
。

　
二
〇
〇
五
年
十
月
、道
路
関
係
四
公

団
は
▽
東
日
本
高
速
道
路
▽
中
日
本
高

速
道
路
▽
西
日
本
高
速
道
路
▽
首
都
高

速
道
路
▽
阪
神
高
速
道
路
▽
本
州
四
国

連
絡
高
速
道
路―

―

の
六
会
社
と
、独

立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債

務
返
済
機
構
が
発
足
し
た
。二
カ
月
後
の

二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
は
、政
府
・
与
党

に
よ
る「
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関

す
る
基
本
方
針
」が
ま
と
ま
り
、道
路
特

　「
静
か
に
危
機
は
進
行
し
て
い
る
」「
す

で
に
警
鐘
は
鳴
ら
さ
れ
て
い
る
」「
行
動

を
起
こ
す
最
後
の
機
会
は
今
」。最
後
の

警
告―

―

今
す
ぐ
本
格
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
に
舵
を
切
れ
。

　
危
機
感
と
切
迫
感
に
あ
ふ
れ
た
文
言

で
建
議
さ
れ
た
の
は
、二
〇
一
四
年
四
月

の
社
会
資
本
整
備
審
議
会（
社
整
審
）道

路
分
科
会『
道
路
の
老
朽
化
対
策
の
本

格
実
施
に
関
す
る
提
言
』だ
っ
た
。提
言

か
ら
三
カ
月
後
の
七
月
、国
土
交
通
省
は

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な
ど
構
造
物
に
対
し

五
年
に
一
回
の
近
接
目
視
を
基
本
と
し

た
点
検
を
公
物
管
理
者
に
義
務
づ
け

た
。あ
れ
か
ら
五
年
。道
路
の
維
持
管
理

と
更
新
、機
能
強
化
へ
向
け
た
議
論
と
具

体
的
施
策
は
大
き
く
動
き
始
め
た
。そ

れ
は
、最
後
の
警
告
に
対
応
す
る
動
き

年
四
月
に
中
間
報
告
、翌
二
〇
一
四
年
一

月
に
提
言
書
を
ま
と
め
た
。こ
の
提
言

を
受
け
三
会
社
は
管
理
す
る
高
速
道
路

の
大
規
模
更
新
で
約
一
兆
七
、六
〇
〇

億
円
、大
規
模
修
繕
で
約
一
兆
二
、六
〇

〇
億
円
の
計
約
三
兆
二
〇
〇
億
円
に
上

る
更
新
・
修
繕
計
画
を
二
〇
一
四
年
一
月

末
に
公
表
し
た
。

　
し
か
し
三
社
で
計
三
兆
円
に
上
る
更

新
・
修
繕
投
資
費
用
の
手
当
は
難
し
い
。

そ
も
そ
も
民
営
化
さ
れ
た
道
路
会
社
は
、

新
設
か
ら
四
五
年
の
長
期
に
わ
た
る
計

画
料
金
収
入
か
ら
計
画
管
理
費
を
引
い

た
金
額
を
、貸
付
料
と
し
て
高
速
道
路
機

構
に
支
払
う
枠
組
み
。そ
の
一
方
で
三
社

が
管
理
す
る
高
速
道
路
は
、一
九
六
三
年

の
名
神
高
速
道
路
・
栗
東
〜
尼
崎
間
の

開
通
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
た
今
、延
長

九
、〇
〇
〇
㌔
㍍
に
達
し
、そ
の
う
ち
三

〇
年
以
上
経
過
し
た
道
路
が
約
四
割
を

占
め
、確
実
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
た
。

　
ま
さ
に
高
速
道
路
は
、老
朽
化
・
長
寿

命
化
対
応
が
喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
。だ
か

ら
こ
そ
国
土
交
通
省
は
二
〇
一
四
年
の

道
路
法
改
正
で
、料
金
徴
収
期
間
を
一

五
年
延
長
し
更
新
費
用
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
。そ
の
結

果
、道
路
会
社
は
最
大
の
懸
案
だ
っ
た
大

規
模
な
更
新
・
維
持
修
繕
費
用
の
財
源

確
保
に
メ
ド
を
つ
け
た
。

　
そ
し
て
今
、社
整
審
道
路
分
科
会
の

傘
下
に
あ
る
、国
土
幹
線
道
路
、基
本
政

策
と
い
う
二
つ
の
部
会
は
次
の
展
開
へ
向

け
一
斉
に
議
論
を
開
始
し
た
。基
本
政

策
部
会
は
、今
秋
に
道
路
政
策
の
新
た

な
ビ
ジ
ョン
を
打
ち
出
す
。

　
ま
た
国
土
幹
線
道
路
部
会
で
は
、国

土
交
通
省
が「
高
速
道
路
に
お
け
る
安

全
・
安
心
基
本
計
画
案
」を
提
示
し
た
。

計
画
の
対
象
と
な
る
の
は
、一
九
八
七
年

の
第
四
次
全
国
総
合
開
発（
四
全
総
）で

決
定
し
た
、高
規
格
幹
線
道
路
網
一
万

四
、〇
〇
〇
㌔
㍍（
高
速
自
動
車
国
道
一

万
一
、五
二
〇
㌔
㍍
、一
般
国
道
自
動
車

専
用
道
路
約
二
、四
八
〇
㌔
㍍
）だ
。こ
の

う
ち
国
土
交
通
省
は
、有
料
の
高
速
道

路
で
現
在
は
対
面
通
行
と
な
っ
て
い
る

暫
定
二
車
線
区
間
約
一
、六
〇
〇
㌔
㍍

の
う
ち
、約
八
八
〇
㌔
㍍
を
優
先
区
間

と
し
て
四
車
線
化
す
る
考
え
を
打
ち
出

し
た
。

　
部
会
議
論
は
そ
れ
ま
で
の
伏
線
に
よ

っ
て
、「
財
源
」と「
評
価
」に
つ
い
て
の
基

本
姿
勢
は
固
ま
っ
て
い
た
。予
算
財
源
に

つ
い
て
は
、受
益
と
負
担
の
考
え
方
に
則

り
必
要
な
財
源
確
保
の
検
討
が
必
要
と

し
た
う
え
で
、償
還
満
了
後
の
料
金
徴
収

検
討
も
必
要
と
の
考
え
だ
。ま
た
評
価

に
つ
い
て
も
、Ｂ
／
Ｃ（
費
用
便
益
分
析
）

だ
け
で
は
な
く
、様
々
な
効
果
を
確
実
に

把
握
し
、消
費
者
や
国
民
目
線
で
の
シ
ス

テ
ム
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。そ
の

う
え
で
、ス
ト
ッ
ク
効
果
の
発
現
期
間
を

踏
ま
え
つ
つ
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
し
上
げ
効

果
、人
口
配
置
効
果
、訪
日
外
国
人
観
光

客
増
加
の
推
定
な
ど
、国
民
経
済
的
効

果
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
の
考

え
だ
。

　
伏
線
は
二
〇
一
六
年
、二
〇
一
七
年
の

維
持
修
繕
費
、

料
金
徴
収
一
五
年
延
長
で
手
当

財
源
確
保
へ
具
体
策
に
も
言
及

期
は「
公
共
事
業
悪
玉
論
」が
広
が
っ
た

時
で
も
あ
っ
た
。そ
れ
は
同
時
に
、Ｂ
／

Ｃ
評
価
だ
け
を
道
路
整
備
の
投
資
判
断

に
す
る
と
い
う
、世
界
で
も
例
を
見
な
い

厳
し
い
制
約
条
件
が
続
く
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
た
。

　
し
か
し
、公
共
事
業
費
を
削
減
し
そ
の

削
減
額
を
社
会
保
障
費
増
加
分
に
付
け

替
え
る
と
い
う
、小
手
先
の
対
応
が
長
く

続
く
わ
け
が
な
い
。更
に
民
主
党
政
権
時

に
は
、東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
災
害

に
備
え
る
防
災
・
減
災
対
応
の
必
要
性

機
運
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　
そ
の
な
か
で
日
本
は
、人
口
減
少
＋

高
齢
化
と
い
う
特
異
課
題
を
抱
え
る
一

方
で
、技
術
革
新
の
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
へ
対

応
し
な
が
ら
同
時
に
経
済
成
長
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
大
き
な

命
題
に
直
面
す
る
。

　
こ
の
大
命
題
の
取
組
み
に
必
要
な
重

要
な
ピ
ー
ス
の
一
つ
が
、賢
い
投
資
と
賢

く
使
う「
イ
ン
フ
ラ
」の
存
在
だ
っ
た
。技

術
革
新
が
進
み
様
々
な
も
の
が
、つ
な
が

り
連
携
す
る
今
、フ
ロ
ー
と
ス
ト
ッ
ク
の
評

価
に
つ
い
て
も
定
量
的
・
定
性
的
な
評
価

が
広
が
り
、イ
ン
フ
ラ
を
め
ぐ
る
本
質
の

議
論
が
で
き
る
土
壌
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
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議
論
で
き
る
時
が
き
た
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